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イジング模型を用いて最適化問題を解く＝イジング模型のエネルギーの基底状態を捕まえ

ることである。その際にはメトロポリス法や熱浴法などのギブスサンプラーがよく用いられ

る。しかし、これらは一度のスピン更新で高々１つのスピンしかフリップできず、ギブス分

布への収束が遅いという問題がある。 

今回、Dai Praらの stochastic cellular automata (SCA) という新たなギブスサンプラー

に着目し、より速く基底状態を捕まえ得るか考察した。数学的厳密に得られた結果を紹介す

るとともに、「基底状態を捕まえる」ということに重きを置いた場合の「分布の近さ」を測

る新たな概念も紹介する。 


